
⒈ あゆみ
協会創設から福井国体まで（昭和33年～昭和44年）

昭和33年、福井国体開催の実現を目増し、未組織
協会をなくすため、福井県体育協会長であり、福井
県軟式式庭球連盟会長の島田博道氏の力いれによ
り、会長に島田博道、理事長に牧祐二が就任し、小
さいながら、その第一歩をふみ出した。

昭和33年、福井県庭球協会が結成された当時は、
庭球をする者もほとんどが役員であったが、昭和43
年の福井国体後は、加盟団体15、登録人員400人と
なり、福井国体を無事成功させる原動力となった。

昭和34年には、副会長　藤宗寛治（福井大学工学
部教授）や阪部光男（福井大学初代庭球部長）両氏
の奔走により福井大学に庭球部が発足、コートも 2
面完成し、その後の、本庭球協会の普及・発展の中
心になった。

昭和34年の協会加盟団体は前述の福井大学、福井
クラブに加えて、東洋紡績敦賀工場の三団体で、そ
の年の決算は36,000円と記録されている。

昭和35年より、三宅淳一氏が理事長に就任し、今
日の協会を築きあげた。

昭和36年には、第 1 回福井県庭球選手権大会を開
催している。

昭和38年、福井国体を控え、初めて敦賀工業高校
に庭球部が誕生した。敦賀工業高校は、その後の福
井県の高校庭球界をリードし、藤島高校、福井工業
高校、武生商業高校、仁愛高校など各高校の台頭を
よび、平成18年には、男子23校、女子19校と最高の
加盟数となった。

昭和39年、敦賀工業高校の水上先生、福井工業高
校の多門喜伊知先生など、加盟各校の尽力により高
校庭球界の発展の基礎をつくられ現在に至っている。

昭和41年、この年の暮、国体の中心会場となる福
井運動公園に当時ではめずらしい全天僕型の庭球場
が、12面完成した。当時この種のコートが12面も備
えているのは全国でも初めてのことで、全国より注
目を集めた。このコートの完成は、本県の庭球界が
全国的に飛躍するための大きな土台となり、翌年に
は高校男女の国体初出場、それ以後の高校男女の国
体連続出場活躍など基盤となった。

昭和42年、 3 月北陸では初めての室内庭球選手権
大会を開催。 9 月には、国体開催を翌年に控え、そ
のリハーサル大会として、K・S杯、東西対抗庭球
大会等の全国大会が開催され、全国のランキンクグ
プレーヤーが来福し、洗練されたすばらしいプレー
を存分に見せてくれ、この運営の成功がそのまま国
体への成功へとつながった。

昭和43年、国体開催を10月に控えた 6 月、北信越
高等学校庭球大会を国体リハーサルとして国体会場
である福井運動公園庭球場にて開催し、福井国体の
主力メンバーでしめる武生商業が、男子、女子とも
優勝するという快挙をなしとげたのである。10月、

県民の総力を結集した福井国体は成功裡に終了した
が、庭球競技は、そのもてる力を十二分に出し戦っ
たが、中央との力の差をまざまざとみせつけられる
不本意な結果になった。しかし運営では、一糸乱れ
ることなく見事に運営できたことは、取りも直さずこ
れからの協会運営に大きな自信を植えつけてくれた。

国体終了後の昭和44年になると、県内の行事も一
般、高校と広範囲に渡って増え、新しい行事は開催
するのが困難なほどに競技人口の増加とともに充実
してきた。

これまでは、福井県庭球協会の基礎づくりであっ
たが、国体を転期として、その作業も終ったといっ
てもよいであろう。国体を成功させ、幼年期を小さ
な歩幅ながら堅実にすごしてきた本庭球協会は、青
年期へ脱皮をはかっていくため、その若さを前面に
おし出し大きく前進することを願って、今日も歩み
つづけているのである。

福井国体後の協会変遷（昭和45年～令和 3 年）
福井国体以降テニス協会は順調に成長を続け、平

成10年には、加盟団体271、加盟人数7,200名と最高
の加盟数を記録した。これには、県テニス協会はも
とより、加盟団体（各市町、高体連、女子連）の組
織の充実と協力によるところが大きく、テニス競技
が県全体に浸透していった結果である。

平成10年にピークを迎えた協会であるが、それを
境に、徐々に加盟団多数の減少が見られ、新型コロ
ナの影響や、少子化、テニス愛好家の高齢化などで、
最近は減少傾向にある。

高校女子仁愛女子の成長と活躍
高校においては、女子は仁愛女子高校等が県内外

から選手を集め、選手強化に力を入れ始めていた。
特に仁愛高校においては、昭和49年頃からは北信

越高校総体にて団体決勝に残るまでに成長し、平成
5 年から平成22年までの18年間は連続優勝を遂げる
という快挙を達成している。

そのかいがあって、当然、全国大会でも上位に入
る高校に成長し、平成13年には全国高校総体で団体
2 位、全国選抜高校団体 3 位の結果を残し、平成17
年には全国高校総体・全国選抜高校団体戦において
悲願の初優勝を遂げ、高校界の頂点に立った。これ
は、吉田洋子監督の粘り強い指導が無ければ達成で
きなかった成果である。

高校男子の拠点校（北陸・敦賀気比）の活躍
中々成果を出せなかった男子ではあるが、北陸高

校と敦賀気比高校の両校がライバル校として競い
合っており、令和元年には敦賀気比高校が全国選抜
高校テニス大会にて団体ベスト 8 、令和 3 年には全
国高校総体団体にて北陸高校がベスト 4 に入賞した。

福井県テニス協会
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ようやく、男子においても日本高校のトップクラ
スに成長してきた。

国体等おける選手の活躍
昭和43年の国体以降、高校を中心とした選手での

国体入賞が見られるようになった。
昭和45年の岩手国体には、少年男子（小林明男・

山田竜男：福井工業高校）が福井県初めてのベスト
8 位に入賞、昭和51年の佐賀国体においては成年女
子（玉村明美・吉田洋子）がベスト 8 位に入賞した。

その後、仁愛高校の活躍は当然国体においても発
揮され、平成 6 年の愛知国体では、少年女子にて初
めて 8 位入賞を果たし、平成 9 年の大阪国体・平成
13年の宮城国体にて 2 位、平成24年の岐阜国体にて
林恵里奈・弦田沙也加両名にて念願の初優勝を成し
遂げた。

林恵里奈においては、高校・大学・社会人と日本
のトップ選手として活躍し、現在は日本のナショナ
ルチームの一員として活躍をしている。

福井しあわせ元気国体に向けて
福井しあわせ元気国体は平成30年に行われたが国

体開催が決定してから実施に至るまでには、いろん
な苦労があり、各加盟団体の協力を得ながら準備を

行ってきた。国体主会場になる福井運動公園テニス
場は12面から16面のセミハードコート・デコターフ
で整備され、サブ会場のわかばテニスコート、練習
会場の西公園テニスコート、福井大学テニスコート
にいたるまでリフレッシュされ整備されたことは大
きな収穫であった。国体総決起集会を最初に、運営
組織の構成、度重なる国体視察を経て、万全の体制
で本番を迎えることができた。

しかし福井国体は、台風の影響で、前日の開会式
はあいにくの土砂降りの雨、初日は晴れたものの午
後 2 時までで競技は終了した。その後の 3 日間は快
晴となり、初日・二日目は 1 セットマッチ、三日目
の準々決勝からは 8 ゲームマッチにて行い、全日程
を無事終了した。競技では、各種目で福井県勢が活
躍し、少年女子 7 位、成年男女 6 位、天皇杯 8 位、
皇后杯 7 位と入賞の栄誉に輝いた。

役員・運営委員・高校補助員の方々には、早朝か
ら夜遅くまでお手伝いをいただき、的確な行動と完璧
な大会運営により、無事閉会式を迎えることができた。

大きな大会を成し遂げることができたことに、感謝
と満足感を全員で味わうことができた大会であった。

この感激をテニス協会の次の発展につなげていき
たい。

テニス協会略歴（創立から現在に至るまで）
年 度 記 　 　 　 録

昭和33年 福井県テニス協会創立
昭和34年 協会加盟団体 3 ：福井大学、福井クラブ、東洋紡績敦賀工場
昭和36年 第一回福井県テニス選手権開催
昭和39年 高体連創設
昭和40年 県民体育大会テニス競技初出場：北信越国体全種目出場
昭和41年 福井運動公園テニス場完成12面（キノタイトコート：ハードコート）
昭和42年 K.S杯、東西対抗庭球大会誘致開催

昭和43年 北信越高校総体福井県勢初優勝：武生商業男女
「明治100年記念」福井親切国体開催

昭和45年 国体初入賞：第25回岩手・少年男子（小林明男・山田竜之）B 8
昭和50年 第30回三重国体全種目国体出場
昭和63年 JLTF福井創設
平成11年 全国健康福祉祭福井開催（福井市・清水町）
平成16年 全国スポーツレクレーション福井開催（福井市・清水町）
平成24年 国体初優勝：第67回岐阜国体・少年女子（林恵里奈・弦田沙也加）

平成29年 福井運動公園テニス場リニューアル16面（デコターフ：セミハードコート）
全日本都市対抗テニス大会福井開催（福井市）、福井市1位入賞

平成30年 「明治150年記念」福井しあわせ元気国体（福井市開催）
福井運動公園テニス場、福井市わかばテニスコート

福井運動公園テニス場落成記念オープニング集合写真
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高体連テニス専門部
日本女子テニス連盟福井県支部
中学生テニス連盟
学生テニス連盟
シニアテニス連盟
車いすテニス協会

総　会

事務局

理事長
副理事長

常任理事会
理事会

総務委員会
庶務委員会
財務委員会

トーナメント委員会
審判委員会
ジュニア委員会
強化委員会
普及委員会

国体・マスターズ委員会
実業団委員会

福井市テニス協会
敦賀市テニス協会
越前市テニス協会
小浜市テニス協会
大野市テニス協会
勝山市テニス協会
鯖江市テニス協会
あわら市テニス協会
坂井市テニス協会
永平寺町テニス協会
美浜町テニス協会
高浜町テニス協会

市
町
テ
ニ
ス
協
会

顧　問

監　事

会　長
副会長

⒊ 歴代会長名列
年 度 会 長 名

平成 3 年～平成14年 三　宅　淳　一
平成15年～平成18年 福　島　克　治
平成19年～平成20年 石　原　義　紀

平成21年 宮　本　健　治
平成23年～令和 3 年 安　間　保　行

⒋ 活動実績
福井県テニス協会主管北信越・全国大会（平成3年～令和3年）
【一般大会】

大 会 名 年 　 　 度 会場地 会 場 名
全日本都市対抗テニス大会　北信越予選大会 平成 6 年、平成11年、平成18年、平成21年 福井市 福井県営テニス場
北信越テニス選手権大会 平成 5 年、平成10年、平成15年、平成20年 福井市 福井県営テニス場

北信越国民体育大会　テニス競技 平成 4 年、平成 9 年、平成14年（県営テニス場）
平成19年、平成24年、平成29年（わかばテニスコート） 福井市 福井県営テニス場

わかばテニスコート

北信越ベテランテニス選手権大会 平成 6 年、平成11年、平成16年 福井市 福井県営テニス場
わかばテニスコート

全国実業団対抗テニス大会（B大会）
北信越予選会

平成 5 年、平成10年、平成15年、平成20年、
平成25年、平成30年 福井市 福井県営テニス場

全国実業団対抗テニストーナメント（A大会）
北信越予選会

平成 3 年、平成 8 年、平成13年、平成18年、平成23年、
平成28年、令和 3 年 福井市 福井県営テニス場

【ジュニア大会】
大 会 名 年 　 　 度 会場地 会 場 名

全国選抜ジュニア選手権大会北信越予選
（U14・U12） 平成 5 年〜平成10年 福井市 わかばテニスコート

北信越中学生テニス選手権大会 平成 6 年、11年（福井県営テニス場）、平成19年、
平成24年～30年 福井市 わかばテニスコート

北信越小学生テニス選手権大会 平成 3 年、平成 6 年、平成11年、平成12年、平成17年 福井市 福井県営テニス場

北信越ジュニアテニス選手権大会（U18・U16） 平成 7 年、平成12年、平成17年、平成19年～平成23
年、令和元年、令和 2 年（中止）、令和 3 年 福井市 福井県営テニス場

北信越ジュニアテニス選手権大会（U14・U12） 平成 7 年、平成12年、平成17年、 福井市 西公園テニスコート
全日本ジュニア選抜室内テニス選手権北信越予選 平成 4 年、平成 9 年、平成14年 福井市 わかばテニスコート

⒉ 組織機構

リニューアルされた福井運動公園テニス場全景
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【全国大会】
大 　 会 　 名 年 　 　 度 会場地 会 場 名

全国健康福祉祭福井1999 平成11年（1999年） 福井市
清水町

福井県営テニス場
福井健康の森

全国スポーツレクレーション福井2004 平成16年（2004年） 福井市
清水町

福井県営テニス場
福井健康の森"

第42回全日本都市対抗テニス福井大会 平成29年（2017年） 福井市 福井県営テニス場
第73回しあわせ元気福井国民体育大会 平成30年（2018年） 福井市 福井県営テニス場

優秀選手・チームの成績
年度 選 手 ・ チ ー ム 名 大 会 名 ・ 種 目 順位

平成12年 山　形　生　夏（仁愛女子高校） 全日本ジュニア選抜室内テニス選手権大会 女子シングルス 1 位

平成17年
岩　崎　　　舞（鯖江ジュニア） トヨタ海外派遣ジュニア選考会 女子シングルス 1 位
岩　崎　　　舞（鯖江ジュニア） 全日本ジュニアテニス選手権 16歳以下女子ダブルス　 1 位

平成20年
松　村　亮太朗（Let’sPlayJTT） 全国小学生テニス選手権大会 男子シングルス 1 位
松　村　亮太朗（Let’sPlayJTT） 全国選抜ジュニアテニス大会 12歳以下男子シングルス 1 位

平成24年 林　　恵 里 奈・酒　井　奈津子
（仁愛女子高校） 全日本ジュニア選手権 18歳以下女子ダブルス 1 位

平成25年 林　　恵 里 奈（早稲田大学） 全日本学生室内テニス選手権大会 女子ダブルス 1 位

平成26年
林　　恵 里 奈（早稲田大学） 全日本学生テニス選手権大会 女子ダブルス 1 位
林　　恵 里 奈（早稲田大学） 全日本学生室内テニス選手権大会 女子シングルス 1 位

平成28年

林　　恵 里 奈（早稲田大学） 全日本学生テニス選手権大会 女子シングルス・女子ダブルス 1 位
福井市チーム　　　　　　　　 全日本都市対抗テニス大会　
　監督　山　村　好　孝
　選手　松村亮太朗、ロンギ正幸、林　恵里奈、酒井渚月子、三仙　陽一、秋山　勝之、野崎　俊也、
　　　　川崎　雅司、赤木悠起子、山内ひろみ

1 位

小　場　康　史（Let’sPlay） 日本スポーツマスターズ　35歳以上男子シングルス 1 位
平成30年 林　　恵 里 奈（福井県スポーツ協会） 日本テニス選手権　女子ダブルス 1 位
令和元年 林　　恵 里 奈（福井県スポーツ協会） ITF香港国際女子オープンテニス大会　女子シングルス 1 位
令和 2 年 林　　恵 里 奈（福井県スポーツ協会） 島津全日本室内テニス選手権大会　女子ダブルス 1 位

平成 7 年
平成10年
平成12年
平成21年
平成22年
平成27年

福井高等専門学校 全国高等専門学校体育大会　男子団体 1 位

国体初優勝（第67回岐阜国体にて）
少年女子：林　恵里奈・玄田沙也加

福井しあわせ元気国体表彰式を終えて

第 2 章　加盟団体（正加盟）
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